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特 徴

商品仕様

●鉄⾻に親綱を設置する際の
 直交・平⾏兼⽤タイプの⽀柱です。
●衝撃発⽣時の傾き変化が業界最⼩で
 安全ブロック⽤⽀柱としても使⽤できます。

鋼

8.9

50以下

材質

質量(kg)

対応フランジ厚(mm)

⽤ 途
●⾼所作業における墜落防⽌

商品仕様

特 徴
●⾼所作業における墜落防⽌対策に使⽤する
 ⾼強⼒・低伸度の⼤⼝径フック付きロープです。

ポリエステル

φ16

6，8，10，12，15，20，30

23.0以上

材質

直径(mm)

長さ(m)

引張強さ(kN)

注意事項 ・15mを超える親綱は⼀般社団法⼈仮設⼯業会の認定制度がありません。

特 徴
●親綱を⼯具なしで容易に緊張できる親綱専⽤の緊張器です。
●緊張時や落下衝撃時に親綱の滑りが少なく垂下量を
 低減できます。

商品仕様
ステンレス

1.2

14.0以上

材質

質量(kg)

引張強さ(kN)

親綱⽀柱 直交・平⾏兼⽤型(キョーワ⽀柱KSPSTH）⼀ 般 社 団 法 ⼈ 仮 設 ⼯ 業 会 認 定 品

親 綱 （ ポ リ エ ス テ ル ロ ー プ E S R ） ⼀ 般 社 団 法 ⼈ 仮 設 ⼯ 業 会 認 定 品

緊 張 器 （ キ ョ ー ワ ロ ッ ク R K L ） ⼀ 般 社 団 法 ⼈ 仮 設 ⼯ 業 会 認 定 品



19

基
礎
工
事
・
そ
の
他
・
土
木

注意事項

使⽤基準・使⽤⽅法

使⽤可 使⽤不可使⽤可 使⽤不可

次に該当する場合は使⽤しないでください。
◆親綱⽀柱
・落下衝撃をうけた。・著しい変形、または腐⾷等の破損がある。・締付ボルトに損傷、⼜は付着物がある。
◆親綱
・ストランドの⼭に10分の1以上の摩擦、破断がある。・薬品、汚れ、腐⾷、焼け焦げ等により硬化、破損がある。
・キンクが⽣じた。・フックが正常に作動しない。
◆緊張器
・ロープストッパー部分に傷がある。・可動部の動きが悪い。・バネなどの部分が⽋落、変形している。
・フックが正常に作動しない。

平⾏－平⾏ コーナー2本使い

※親綱が連続しない箇所
では、2 丁掛け墜落制⽌
⽤器具を使⽤して、フッ
ク掛け替え時に無胴綱状
態をなくしてください。

直交－直交 平⾏－直交

⽀柱に安全ブロックを掛けての使⽤

併⽤は禁⽌ 単独使⽤はOK

連続⽀柱

【1】適⽤
 ●墜落災害防⽌のため墜落制⽌⽤器具を取り付けるための設備として使⽤される⽔平親綱⽀柱システムを構成
   する親綱⽀柱・親綱・緊張器について適⽤する。
【２】親綱⽀柱の使⽤⽅法
 ●⽀柱の奥まで鉄⾻フランジに差し込み、締付ボルトを⼗分に締めてください（締付トルク︓80N・m)
 ●親綱を固定する⽀柱のスパンは10ｍ以下にしてください。また1スパン1⼈での使⽤としてください。
 ●コーナーに使⽤する親綱⽀柱には平⾏⽅向と直交⽅向の２本の⽀柱⽤親綱を、同時に取付けないでください。
 ●墜落制⽌⽤器具は安全性の確認されたものを⽤い、墜落制⽌⽤器具のランヤードの⻑さを1.7ｍ以内にして
   使⽤してください。
【3】親綱の使⽤⽅法
 ●親綱⽀柱は鉄⾻ピースや⽀柱の親綱保持⾦具へフックを取り付けて使⽤してください。
 ●親綱として使⽤する場合は施⼯スパン10ｍ以下で使⽤してください。
 ●親綱は仮設⼯業会認定品の合成繊維ロープを使⽤し、ワイヤロープは使⽤しないでください。
【4】緊張器の使⽤⽅法
 ●緊張器の使⽤は親綱を通し、弛みが無くなるまで引っ張ってください。
 ●当社の親綱を使⽤してください。




